
交憂磯

(4)僕 躍鵡 fこ 熔 iす る廃棄
l孝

勿搬入車 詞籍め交通量

表 -4(1)供 用 時 にお ける廃棄物搬 入車両等 の交通量

ヱ』並ぶ s(市原市道85号 線 :石 塚 )

予測地点 4(市 原市道85号線 :菅 野 )

台/時 )

||

舜 台材 隼 亘縄 車 両 塾
蒔 闇幕

小 型 大 型 r送三上小 型 大 型 冷 計 小 却 大 即 鈍

7、こ 24 2′ l 0 240 24 0 0 0

S～ 9 鬱 0 9 0 4 4 9 4 13

9-10 5 2 イ 0 16 Iし・ 18 23

10-11 0 0 量 16 亜 21

26H～ 12 3 2 10 0 亜 16 8 18

12 -13 0 20 0 0 0 2

ISヽ‐14 11 IS 2911 2 13 0 1つ 亜

単 2 0 Z Id 量 畳O 1(,

15～ 16 l ll I 11 8 8 10 2 190

16-17 1と 0 11 0 ユ ] ll 3 IC,

17～ 18 辿 と 旦 0 ll 0 10 1 里

418ヽ 19 4 0 1 0 0 α 生 ‐0

108 209合 計 101 8 理 0 100 100 101

全 体一般交通量 資材等運搬車両
時間帯

小 型 大型 合計小 型 大型 合計 小 型 大型 合計

7- 8 49 1 5049 1 50 0 0 0

8～ 9 4 19 § 登19 2 21 0 1

9-10 19 3011 3 14 0 亜 16 11

10 19 型10-11 10 3 13 0 亜 亜

11-12 17 3417 l 18 0 亜 亜 17

12-13 2 2119 2 21 0 0 0 19

20 望13-14 17 4 21 0 亜 亜 17

19 笙14-15 24 3 27 0 亜 亜 24

2615-16 15 3 18 0 二 こ 15 五

4216-17 32 2 34 0 ] Ё 32 亜

17-18 23 3 26 0 0 0 23 3 26

1618-19 15 1 16 0 0 0 15 1

合計 251 28 279 0 109 251 塑 379
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参考 対象事業 iこ 係 る環境影響評 l面 の覇 目の選楚への議響

(再 )活動要素の選趙への影響

事業計画の一部変更に伴 う活動要素の選定への影響 を確認 した。その結果は参考表

1(1),(2)に 示す とお りであり、すべての活動要素の選定結果への影響はない と考え

られる。

参考表 1(1)活 動要素の選定結果の確認の状況

注)Ol活 動 として る 。

× :活動要素として選定 しない。
:対象事業が一般的な内容によつて実施された場合の活動要素。

計画変更に伴う

選定結果への影響
選 定 選定する理 由又はしない理 由

段

階
活動要素の区分

計画の変更においても工事の

実施 に伴って事業実施区域内

の樹林の伐採を行うため、活動

要素セして選 定する結果 Iと影響

はないと考えら

○

工事 の実施 に伴 つて事業 実

施 区域 内の樹林の伐採を行うた

め、活動要素として選定する。樹林の伐採

切土 。盛 土工事を行うため、活

動要素として選定する。

計画 の変更 においても切 土 。

盛 土 工事を行うため、活動要素

として選 定する結 果 に影響はな

ヤヽ え

切 土又は盛土 ○

計画 の変更 においても切上 。

盛 土工事 により小河川が改変さ

れるため、活 動 要 素として選 定

する結 果 に影響 はないと考えら

れる。

O

切土・盛土工事 により小河川が

改変されるため、活動要素として

選定する。
湖沼又は

河川の改変

事業実施 区域 内には海序又は

海底 はないため、活動 要素 とし

て選定 1/な い。

計画の変更においても事業実

施 区域 内には海岸 又は海底 は

ないため、活動要素として選定し

ない結 果 に影響 はないと考えら

ヤ化る。

×
海岸又は

海底の改変

既存の工作物を撤去又は廃薬

する行為はないため、活動要素

として選定しない。

計画の変更においても既存の

工作物を撤去又は廃棄する行

為はないため、活動要素として

選定しない結果に影響はないと

考 え

工作4夕どの撤去

又は廃棄
×

計画の変更においても工事の

実施 に伴つて資材 又は機械 の

運搬を行うため、活動素として選

定する結果に影響はないと考え
O

工事の実施 に伴 って資材 又は

機械 の運搬 を行 うため、活動 要

素として選定する。
資材又は

機械の運搬

計画の変更においても仮設工

事を行うため、活動要素として選

定する結果に影響はないと考え

仮設 工事を行うため、活動要

素として選定する。
仮設工事 O

計画の変更においても基礎 工

事を行うため、活動要素として選

定する結果 に影響 はないと考え

られる

基礎工事 O

基礎 工事を行うため、活動要

素として選定する。

計画の変更においても施設の

設置工事を行うため、活動要素

として選定する結果に影響はな

いと考え

施設の設置工事 O

施設の設 置工事を行うため、活

動要素として選定する。

工

事

の

実

施
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注 )

参考表 1(2)活 動要素 の選 定結果 の確認 の状況

と して選 す る。
活動要素として選定しない。
対象事業が一般的な内容によって実施された場合の活動要素。

×

段

階
活動要素の区分 選 定 選定する理由又はしない理由

計画変更に伴う

選定結果への影響

施設 の存在等 ○

理 立地 、浸 出水 処理施 設 等

を設置するため、活動要素として

選定する。

計 画 の変 更 にお いても理 立

地 、浸 出水 処 理施 設 等 を設置

するため、活 動 要 素として選定

する結 果 に影響 はないと考えら

ヤLる。

ばい煙又は

粉じんの発生
O

ばい煙を発生する大規模な施

設の計画 はないが、廃棄物の埋

立 に伴 い粉 じんが発 生 す るた

め、活動要素として選定する。

計画の変 更においても廃棄物

の埋立に伴 い粉じんが発生する

ため、活 動 要 素として選 定する

結果 に影響 はないと考えられる。

排 出ガス (自 動車等 ) ○

自動車 による廃棄物 の搬入を

行うため、活動要素として選定す

る。

計画の変更においても自動車

による廃棄物の搬入を行うため、

活動要素として選定する結果に

影響はないと考えられる。

排 水 ○

浸出水処理水を」,水 するた

め、活動要素として選定する。

計画の変 更においても浸出水

処理水を排 水するため、活動要

素として選 定する結 果 に影響は

ないと考えられる。

騒音又は振動の発生 ○

廃 棄物 の埋 立及 び 自動 車に

よる廃 棄 物 の搬 入 に伴 い騒音 。

振動 が発 生するため、活動要素

として選定する。

計画の変 更においても廃棄物

の埋立及び 自動車による廃棄物

の搬入 に伴い騒音 。振動が発生

するため、活 動要 素として選定

する結果 に影 響 はないと考えら

れる。

地下水の採取 ○

地下水は生活用水等として現

在使 用しており、また、今 回の増

設事 業 では新たな地 下 水 の利

用を計 画 しているため、活動 要

素として選 定する。

計画の変更においても地下水

の利 用を計 画 しているため、活

動要素として選定する結果に影

響はないと考えられる。

悪臭の発生 ○

廃 棄 物 の埋 立 に伴 って悪 臭

が発 生 する可能 性 があるため、

活動 要素として選 定する。

計画の変更においても廃棄物

の理立に伴つて悪臭が発生する

可能性があるため、活動要素と

して選定する結果に影響はない

と考えられる。

廃乗物の発生 O

浸 出水 の処理 過 程 において

副生塩 が発 生するため、活動要

素として選 定する。

計画の変 更においても浸出水

の処 理過 程 において副生塩 が

発 生するため、活 動要素として

選定する結 果に影響はないと考

えられる。

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用

工作物の撤去又は

廃棄
×

工作物を撤去又は廃棄する

行為はないため、活動要素とし

て選定しない。

計画の変更においても工作物

を撤去又は廃棄する行為はない

ため、活動要素として選定しない

結果に影響はないと考えられる。
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(2)環境影響評 l面 の項 ロヘ翰影響

事業計画の一部変更に伴 う環境影響評価の項 目の選定への影響 を確認 した。その結

果は参考表 2及び参考表 3(1)～ (8)に 示す とお りである。

参考表 2 環境要素設定マ トリックス表

活動要素の [メ 分

環境要素の区分

こ事の実施 こ地又は 工件物の存在及ぴ供用

施

設

存

に

伴

イゞ

煙

又

1主

,'

じ

t

発

生

JⅢ

出

ガ

H
勤

車

等

lll

ガく
騒

又

ti

振

動

発

ll

地

下

水

t′つ

採

it支

叉

発

tti

廃

衰

物

た

E

作

物

の

撤

去

叉

は

廃

薬

樹

休

の

伐

採

切

ｔ

又

は

膵

ｒ

湖

消

叉

直

河

川

の

改

変

海
岸

又
は
海
底

の
改
変

工
作

物

の
徹

去

又
底
廃

乗

資

財

又
は
機

械

の
運
搬

仮

茨

■

一挙

基

礎

ｒ

羊

施

般

の

設

置

Ｌ

事

うFt黄酸化物

浮遊粒 子状物質

大

気

質

有害物質

揮発性有機化合物

光化学オキングント

ベンゼツ等

ダイオキシン編

生活環境頓日
環境の自然的構成要素

の良好な状態の保持を

旨として調査、予測及び

水 覧

寺

有静|イF

l●(賀 有害物箋缶:

水 χ発境

姪 計

地盤

L壌

光害及び日照阻害

〇 ○

O O O 〇 O ○ ○ ○

O ○ O O O

O

O

●

C ○ ○ ○ ○ O ○

① （
〕 O ○ ○ ○ 〇

○ ①

O

O ○ 〇 O

0 〇 O

仁物の多様性の確保及

然環境の体系的保

として調査、予測

環

植物 C O O 〇 ○ O

動物 C ○ O 〇 〇 O

睦水生物 0 ○ ○ ○ ○ ○ O

生態系 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

海洋生物 X

人と自然との豊かな触
の`確保を旨として

予測及び評価さ

景観 ○

人と自然との触れ合いの

活む力の場
C, O O O G ○ ○

県塊への負荷の量の程

度により調査、

廃茶物 O O O

残 土 X

温主効 果ガス等 O ○

注 1)Oi活 動要素があ り、その影響が予想 され るため、乗境要素 として設定する。

× :活重ll要 素があるが、影響が極めて小 さい、あるいは影響 がないため、環境要素 として設 定 しない。

2) :対 象事業が一般的な内容によつて実施 された場合の活動要素。

3)赤 字で示 した活動要素 は参考表 1で 選定 された活電b要素 を示す。また、赤字で示 した環境要素は選定 された環境要素 を示す。
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参考表 3(1)環 境影響評価の項 目の選定

項 目 活動要素の区分
選定

結果

選定する理 由又は

選定しない理 由 選 定 への影響

計画変更に伴う

工

一争

資材 又は

機械 の運搬
×

廃 棄物 運搬 車 両 の 走

行 台数 に変 更 があるが 、

左記 と同様 の理 由 により

選定結果 に影響 はないと

考えられる。

硫
黄
酸
化
物

存
在
供
用

」F出 ガス

(自 動車等 )

×

対象事業実施 区域 に近い一

般 環境 大 気測 定局 における二

酸 化硫 黄 の揆 度 は、君津 侯 田

測 定局、市原 平野測 定局とも、

環境基 準を大きく下回つている

こと、また、道路沿道で二酸化硫

黄を根1定している測定局は千葉

県には市原三井 自排局と袖 ヶ浦

福 王台測 定 局があるが、これら

の地点でも環境 基準を大きく下

回つていること、交通 量の多いこ

れらの測 定局でも農度が低 いこ

とから、国道 410号、国道 465号

沿道ではより低 い濃度 が想 定さ

れること、さらに、硫黄 酸化 物 lィま

ディーゼル車のうF出 ガス規 制の

封象 になつていないことから、資

材 等運搬 車両及び廃 乗物搬 入

車 両の走行 に伴 う二酸 化 硫 黄

の影響 は非 常 に小さいと考 えら

れるので 、項 目として選 定 しな

い6

工
事

資材運搬 車両 (大 型 車)の 走

行 に伴 い窒素 酸 化 物 がつい出さ

れ、沿道 には民家 、保 育園 、集

落が存在することから、項 目とし

て選定する。

左記と同様 の影響 が考

えられるため、影響 はない

と考えられる。資材 又は

機械 の運搬
○

大
気
質

窒
素
酸
化
物 存

在
供
用

排出ガス

(自 動車等 )

O

「廃棄物搬入車両の走行」

廃棄物搬入車両の走行ルー

トは、国道 465号 一林道戸面蔵

玉線―林道大福山線ルート(以

下、「南ルート」という。)、 林道坂

畑繰 (以 下、「南西ルート」とい

う。)、 主要地方道大多喜君津

線一市原市道 85号線。君津市

道。林道大福山線ルート(以 下、
「北ルート」という。)の 3アレートを

利用する計画である。走行台数

は、南ルートは最大 1日 50台
(往復換算 100台 )、 南西ルート

は最大 1日 25台 (往復換算 50

台)、 北ルートは最大 1日 25台

(往復換算 50台 )で現在の走行

台数と同じであり、増設に伴い交

通量が増加することはないが、

南ルート沿道には民家、南西ル

ート沿道付近には保育園、北ル

ート沿道 には集落が存在するこ

とから、廃棄物搬入車両の走行

による窒素酸化物の影響の程度

を把握するため、項 目として選定

廃 棄 物 運 搬 車 両 の走

行 台数が北ルートは最 大

1日 に 25台から 50台 に

なるが、左 記 と同様 の影

響が考えられるため、影響

はないと考えられる。
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参考表 3(2)環 境影響評価の項 目の選定

計画変更に伴う
への影

選定

結果

選定する理 由又は

定しない理由
項 目 活動要素の区分

埋 立機 械 の稼 働 計 画

に変 更はないため、選 定

結 果 に影 響 はないと考 え

ら才化る。

×

「埋立機械の稼働」

窒素酸化物 (二酸化窒素)に

ついては長期間曝露された場合

に影響 があるとされているが、事

業実施 区域周辺には民家等が存

在 1ィない●とからその影響はないr

と、また、短期的な影響についても

埋立機械は排出ガス対策型を使

用することから、自然歩道を利用

する人達に対する影響もほとんど

ないと考えられること、さらに、君

津環境 整備センターで実施して

いる二酸化 窒素 のモニタリング

調 査 では環境 基 準を下回る農

度 であり、埋 立機械 の稼働 によ

る大気質への影響は小さいと考

えられることから、項 目として選

定しなセヽ。

窒
素
酸
化
物

存
在
供
用

排出ガス

(自 動車等 )

O

事業実施区域周辺には民家等

が存在しないが、大福山及びその

周辺は人と自然との触れ合いの活

動の場となっており、自沐歩道等

の不ll用 者にとつて切土。盛土工事

等に伴う粉じんの影響が懸念され

ることから、粉じんを項目として選

定する。

なお、浮遊粒子状物質につい

ては、長期間曝露された場合に

影響があるとされているが、対象

事業実施区域周辺には民家等が

存在しないことからその影響はな

いこと、また、短期的な影響につ

いても建設機械は」F出 ガス対策

型を使用することから、自然歩道

を利用する人達に対する影響もほ

とんどないと考えられること、さら

に、君津環境整備センターで実

施している浮遊粒子状物質のモ

ニタリング調査では環境基準を

下回る濃度であり、建設機械の

稼働による大気質への影響は小

さいと考えられることから、項 目と

して 定しない

左記と同様 の影レっ肇が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

樹林の伐採

切 土又は盛 土

仮設工事

基礎 工事

施設の設置工事

と考え

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない資材又は

機械の運搬
○

窒素酸化物と同様の理 由によ

り項 目として選定する。

工
事

左記と同様 の影響 が考

えられるため、影響はない

と考えられる。
○

窒素酸化物と同様の理由によ

り項 目として選定する。

大
気
質

浮
遊
粒
子
状
物
質

粉
じ
心

存
在
供
用

排出ガス

(自 動車等 )
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参考表 3(3)環 境影響評価の項 目の選 定

項 目 活動 要素の区分
選定

結果

選定する理 由又 は

選定しない理 由

計画変更に伴う

選定結果への影響

大
気
質

浮
遊
粒
子
状
物

質

粉
じ
込″

存
在
供
用

ばい煙又は

粉 じんの発生
○

事業実施区域周辺には民家等

が存在しないが、大福 山及びその

周辺は人と自然との触れ合いの活

動の場となっており、自然歩道 等

の利用者にとって埋 立機 械 の稼

働に伴う粉じんの影響が懸念され

ることから、項 目として選定する。

なお、供用時の浮遊粒 子 状物

質 については、工事で示 した理

由と同様の理 由により、大気 質
への影響は小さいと考 えられるこ

とから、項 目として選定しない。

左記と同様の影響 が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

水
質

生
活
環
境
項
目
等

工

事

切 土又は盛土

仮設 工事

基礎 工事

施設の設置工事

〇

切 土・盛 土工事 等 に伴 い降

雨時には下流河川 へ濁 水 がつF

出されること、コンクリート打設 工

事 に伴いアルカリ水 がつF出 され

る可能性があることから、項 目と

して選定する。

左記と同様の影響 が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 X

防 災調整池が増設 されるが、

雨水を長時間貯留 することはな

く、水質が悪化することはないと

考 えられることから、項 目として

選定しない。

防 災調整 池 計 画 の変

更はないため、選 定結 果

に影響 はないと考 えられ

る。

排 水 ○

埋 立地の増設 に伴 い浸 出水

の発生量が増加 し、処理 水 の排

水 量が増えることから、項 目とし

て選定する。

左記と同様の影響 が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

有
宝

物
質
等

存
在
供
用

施設の存在等 ×

生活環境 項 目等 と同様 の理

由により項 目として選 定 しない。

生活環境項 目等と同様

の理 由により選 定結 果 に

影響はないと考えられる。

づ,水 O

生活環境 項 目等 と同様 の理

由により項 目として選 定する。

左記と同様の影響 が考

えられるため、影響 はない

と考えられる。

水
底
の

底
質

有
機
物
質

有
堂

物
質
等

存
在
供
用

づF水 〇

埋立地の増設に伴 い浸 出水

の発生量が増加し、処理水の排

水量が増えることから、項 目とし

て選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。
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参考表 3(4)環 境影響評価の項 目の選定

計画変更に伴う選定

結果の変更の有無
選定

結果

選定する理由又は

選定しない理由

項

目
活動要素の区分

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられる。○

樹林 の伐採 、切 土 ,盛 土工事等 によ

る地 下 水 の涵養状況の変化 、地下 水

脈 の遮 断等 が生じる可能性 があること

から、項 目として選定 丼る。

樹林の伐採

切土又は盛土

基礎 工事

施設の設置工事

工
事

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられるc

埋 立地等の存在 により地下水の酒養

状況が変化する可能性があることから、

項 目として選定する。
O施設の存在等

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられる。○

事業 実施 区域及びその周辺の地 質

は砂 岩 泥岩からなり、砂岩層の河床 で

は河川水が地下に浸透し、地下水の一

部 になる可能性があることから、項 目と

して選 定する。

排 水

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられる。
O

増設に伴い新たに地下水を採取する

ことから、項 目として選定する。地下水の採取

水
文
環
境 存

在
供
用

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられる。

事業実施区域周辺には民家等が存在

しないが、大福山及びその周辺は人と自

然との触れ合いの活動の場となつており、

自然歩道等の利用者にとつて工事に伴う

騒音の影響が懸念されることから、項 目と

して選定する。

○

樹林の侠採

切土又は盛土

仮設工事

基礎工事

施設の設置工事

いと考えられる

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は
大気 質 の空素酸化物 と同様 の理 由

により項 目として選定する。

工
事

資材又は

機械の運搬

左 記 と同様 の影 響 が

考 えられるため、影響 は

ないと考えられる。

「廃棄物搬入車両の走行」

大気 質 の室素酸化物と同様 の理 由

により項 目として選定する。
O

左記 と同様の影響が

考えられるため、影響は

ないと考えられるc

「埋立機械の稼働」

事業実方色区域周辺には民家等が存在

しないが、大福山及びその周辺は人と自

然との触れ合いの活動の場となつており、

自然歩道等の利用者にとつて理立機械

の稼働に伴う騒音の影響が懸念されるこ

とから、項目として選定する。

○

蘇卵
立
自

存
在
供
用

騒音 lオジ発生

工事計画 に変更はな

いため選 定結果に影響

はないと考えられる。

姑象事業実施区域周辺には民家等が

存在せず、また、大福山及びそlナリ周辺げジ

自然歩道の利用者等に対する振動の影

響も距離が離れていることや野外での活

動であることから、工事に伴う振動の影響

は極めて小さいことから、項 目として選定

しない。

紺林の伐採

切土又は盛土

仮設工事

基礎工事

施設の設置工事

ないと えられる

左記 と同様 の影響が

考えられるため、影響は
大気質の窒素酸化物と同様の理 由

により項 目として選定する。O

振

動

工
事

資材又は

I幾械の運搬
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参考表 3(5)環 境影響評価の項 目の選定

項

目
活動要素の区分

選定
結果

選定する理由又は

選定しない理 由

計画変更に伴う選定

結果の変更の有無

振
動

存
在
供
用

振勃の発生

○

「廃乗物搬入車両の走行」

大気 質 の窒 素酸化物 と同様 の理 由

により項 目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

×

「埋 立機械 の稼働」

事業実施 区域周辺には民家等が存在

せず、また、大福山及びその周辺の自然

歩道の利用者等に対する振動の影響も距

離が離れていることや野外での活動であ

ることから、理立機械の稼働に伴う振動の

影響は極めて小さいことから、項 目として

選定しないぅ

埋 立機械稼働計 画 の

変 更 はないため、選定結

果 に影響 はないと考 えら

れる。

悪
臭

存
在
供
用

悪臭の発生 O

事業実施 区域周辺には民家等が存在

しないが、大福 山及びその周辺は人と自

然との触れ合いの活
~動

の場となっており、

自然歩道 の利用者等にとつて廃 乗物 の

埋 立 に伴 う悪 臭の影響が懸念されること

から、項 目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

地
形
及
び
地
質
等

工

事

切 土又は盛土

仮設 工事

基礎 工事

○

切土 。盛 土工事等 に伴い地形が改変

されることから、項 目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 ○

廃棄物の埋立に伴い地形が変化す

ることから、項 目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

地
盤

工

事

切 土又は盛 土

基礎 工事
×

事業実施区域は丘陵地にあり、地質

は砂岩泥岩互層で軟弱地盤ではなく、

地盤 沈下も認められていないことから、

項 目として選定しない。

事業実施区域の位 置

に変更はないため、選定

結果に影響はないと考え

られる。

土
壊

工

事

切 土又は盛 土

基礎 工事
O

事業 実施 区域及びその周辺では自

然由来の砒素が地層中に含まれ、工事

中、雨水等の流出に伴い溶出してくる

可能性 があることから、項 目として選定

するぉ

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

排 水 O

事業 実施 区域及びその周辺では自

然由来の砒素が地層中に含まれ、覆土

置場からの雨水等の流出に伴い溶出し

てくる可能 'l生 があることから、項 目として

選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

風
害

光
害
及
び
日
照
阻
害

存
在
供
用

施設の存在等 ×

風害又は 日照阻害を生じるような高

層建築物 は計画していないこと、事業

実施 区域周辺には民家等が存在 しな

いこと、また、夜間は操業しないことか

ら、項 目として選定しない。

左記 に係る変更計画

はないため、選定結果に

影響はないと考えられる。
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が考表 3(6)環 境影響評価の項 目の選定

項

目
活動要素の区分

選定
結果

選定する理由又は

選定しない理由

計画変更に伴う選 定

結果の変更の有無

植
物

工

手

樹林の伐採

切土又は盛土

仮設工事

基礎 工事

施設の設置工事

〇

工事に伴い植生が改変され′る
「

とか

ら、項 目として選定する。

左記と同様 の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 〇

施設の存在に伴い植物の生育環境

が変化する可能性があることから、項 目

として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

動
物

工

事

樹林の伐採

切土又は盛土

仮設工事

基礎 工事

施設の設置工事

○

工事 に伴い動物の生息環 境 が改 変

されることから、項 目として選定する。

左記 と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 〇

施設の存在。供用に伴い動物 の生息

環境が変化する可能性 があることから、

項 目として選定する。

左記と同様 の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

睦
水
生
物

工

事

樹林の伐採

切土又は盛土

湖 沼 又 は河 川 の

改変

仮設 上事

基礎 工事

施設の設置工事

〇

工事に伴い陸水生物の生育 。生息環

境が改変されること、工事 に伴う濁水 の

発生 、排水 により陸水 生物 の生 息 。生

育環 境が変化する可能 性 があることか

ら、項 日として選定する。

左記と同様 の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 ○

施設の存在。供用に伴い陸水生物の

生息。生育環境が変化する可能性があ

ることから、項目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

排 水 O
埋立地の増設に伴い浸出水の発生

量が増力口し、処理水の排水量が増える

ことから、項目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

生
熊
系

工

事

構!林の伐採

切土又は盛土

湖 沼 又 は河 川 の

改変

仮設 工事

基礎 工事

施設の設置工事

○

工事に伴い植生が改変され 、また、

動物、陸水生物の生育。生息環境が改

変されることから、項 目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設の存在等 〇

施 設′)存 在 に伴 い植 物 υ)生 育 環

境、動物、陸水生物の生育。生息環境

が変化することから、項 目として選定す

る。

左記と同様 の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

俳水 ○

理立地の増設に伴い浸出水の発生

量が増加し、処理水の排水量が増える

ことから、項目として選定する。

左記と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。
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参考表 3(7)環 境影響評価の項 目の選定

項

目
活動要素の区分

選定
結果

選定する理 由又は

選定しない理 由

計画変更に伴う選定

結果の変更の有無

海
洋
生
物

上

事

仮設 工事

基礎 工事

施設の P女 置 工事
×

事業 実施 区域 及 びその周辺 には海

岸 はないことから、項 目として選 定しな

い。

左 記理 由 により、選 定

結果 に影響 はないと考 え

られる。

存
在
供
用

施設の存在等

排水

観

存
在
供
用

施設の存在等 ○

施設 の存 在 。供 用 により景観 が変化

1~ることから、項 目として選定する。

左記 と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

人
と

自
然
と
の

角虫
れ

昴
の

活

認
場

工

事

樹林の伐採

切土又は盛 土

仮設 工事

基礎 工事

施設 の設 置工事

O

事業実施区域内には人と自然との触れ

合いの活動の場はないが、周辺の大福山

及びその周辺は人と自然との角虫れ合いの

活動の場となつており、自然歩道等の利

用者にとつて工事に伴う騒音の影響が懸

念されることから、項 目として選定する。

左記 と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

施設 の存在等

騒音の発 生

悪臭の発 生

○

事業実施区域周辺の大福山及びその

周辺は人と自然との触れ合いの活動の場

となっており、自然歩道の利用者等にとつ

て埋立施設の存在 による景観への影響、

埋立機械の稼働 に伴う騒音の影響、埋立

作業に伴う悪臭の影響が懸念されることか

ら、項 目として選定する。

左記 と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

廃
棄
物

工

事

樹林の侠採

仮設 工事

基礎 工事

施設の設 置 工事

○

工事に伴い廃棄物が発生することか

ら、項 目として選定する。

左記 と同様の影響が考

えられるため、影響はない

と考えられる。

存
在
供
用

廃棄物の発生 X

浸 出水処 理 施 設 には塩 化 物 イオン

等を処理する施 設 として脱塩処理設備

を追加 整備 する計 画であるが、現在 は

発生した副生塩 はフレコン′ラ グに梱包

し、場 内に一 時保 管した後 、産業廃栗

物処理 業者 に委 託処理 しており、増設

後も同様 の処理を行う計画であることか

ら、副生塩 の発 生 に伴う対象 事業 実施

区域及びその周辺 における影響 はない

ことから 目として選定しない。

副 生 塩 処 理 計 画の変

更 はないため、選定結果

に影 響 はないと考えられ

る。。

残
土

工

事

切 土又は盛 土

仮設 工事

基礎 工事

×

工事に伴う残土は対象事業実施区域

内で盛土材 、覆土材等として利用し、ま

た、未利用の残 土は区域内に残置する

ことから、区域外への搬 出はないことか

ら、項 目として選定しない。

残土の利用・排出に係

る計 画 に変 更はないた

め、選定結果に影響はな

いと考えられる。
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参考表 3(8)環 境影響評価の項 目の選定

項

目
活動要素の区分

選定
結果

選庁す る理 由又は

選定 しない理 由

計画変更に伴 う選定

結果の変更の有無

温
室
効
果
ガ
ス

等

存
在
併
用

施設 の存在等 O

廃葉物の埋立地か ら温室効果ガス

が発生すること、浸出水夕とと理施設の稼

働に伴い電力を使用す ることか ら、項

目として選定する。

左 記 と同様 の影 響 が

考えられ るため、影響 は

ないと考え られ る。

排出ガス

(自 動車等)
O

廃案物搬入車両のた行、理立機械の

稼働に伴い温室効果ガスが排出され

ることから、項目として選定する。

左 記 と同様 の影響 が

考えられ るため、影響 は

ないと考 え られ る。

注)O:環 境影響評価項目として選定する

× :環境影響評価項目として選定 しない
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ＰＦ
デ

(3)灘 象事業のお容の変更 ,こ 伴 う調査 h静測及ぴ評価の手法及び籍桑への影響

事業計画の一部変更に伴い、調査、予浪1及び評価 の手法及び結果かヽの影響 を確認 し

た。大気質、騒音及び振動については、 2 評価書の記載ツヽ」容の変更 (変 更前 。変更

後)の とお り変更内容 を示 した。その他の項 目については、参考表 4(1)～ (2)に 示す

とお りであ り、事業計画の変更に伴 う影響はない と考えられ る。

また、大気質、騒普及び振動に係 る予測地点図 を参考図 1～ 3に 示 した。

参考表 4(1)調 査、予測及び評価 手法の再検討

項 目 活動 の区分 調査 。予測 '評価手法及び結果へ の影響

大

気

質

浮遊粒 子

状物質

(粉 じん )

上 争

樹林 の伐採 、切土又は盛土、

仮設 工事 、基礎工事、施設の

設置 工事

施 工 区域及び覆 土置場の位晋にの変 更 はない

た め、調 査手法等への影響 はない と考 え られ

る。

存在

供用
ばい煙 又 は粉 じんの発生

埋 立地 区域 の変更はないため、調査 手法等

へ の影響 はない と考えられ る。

水
質

生活環境

項 目等

工事
切 土又 は盛 土、仮設工事、基
礎 工事 、施設 の設置工事

施 工 区域及び覆 土置場の位置 の変 更 はない

た め、調 査手法等への影響はない と考 え られ

る。

存在

供用
排 水

計画排水水質の変更はないため、調査手法

等への影響はないと考えられる。

有害物質等
存在

供用
づ,水

計 画排 水水質 の変更はないた め、調 査手法

等へ の影響 はない と考えられ る。

水

底
の

底

質

有機物質

有害物質等

存在

供用
」F水

計 画排 水水質 の変更はないた め、調査手法

等へ の影響 はない と考 えられ る。

水文環境

工事
樹林の伐採、切土又は盛土

基礎工事、施設の設置工事

土地利用計画 を変更す るものではないた

め、影響はないと考えられる。

存在

供用

施設 の存在等
埋立地等の位置の変更はないため、調査手

法等への影響はないと考えられ る。

り常水
計画排水水質の変更はないため、調査手法

等への影響はないと考えられる。

地 下水 の採 取
地下水の利用計画の変更はないため、調査

手法等への影響はないと考えられる。

騒  音

工 事

樹林の伐採、切土又は盛土、

仮設工事、基礎工事、施設の

設置工事

施工区域の位置の変更はないため、調査手

法等への影響はないと考えられる。

存在

供用

騒音 の発生

(埋 立機械の稼働 )

埋立機械稼働計画の変更はないため、調査

手法等への影響はないと考えられる。

悪  臭
存在

供用
悪臭の発生

埋立地区域の変更はないため、調査手法等
への影響はないと考えられる。

地形及び

地質等

工 事
切土又は盛土、仮設工事、基

礎工事

土 地利 用計画 を変更す るもので はないた

め、影響はないと考えられる。

存在

供用
施設 の存在等

埋 立地区域の変更はないため、調査手法等
への影響はないと考えられる。
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参考表 4(2)調 査、予測及び評価手法の再検討

項 目 活動の区分 調査 。予測 。評価手法及び結果への影響

土  嫉

工 事 切土又は盛 上、基礎 工事
土地利用計画 を変更す るものではないた

め、影響はない と考えられ る。

覆上置場の形状の変更はないため、調査

手法等への影響はないと考えら泊,る 。
存在

併用
排 水

植  物 工 事

樹林の伐採 、切土又は盛 上、

仮設二事、尾静 工事 、施設 の

設置工事

施工区域の位置の変更 |よ ないため、調査

手法等への影響はないと考えられる。

植  物
存在

供用
施設の存在等

土地利用計画 を変更す るものではないた

め、影響 はない と考え られ る。

壷
'l 

物

工 事

樹林の伐採 、切土又は盛 土、

仮設工事、基礎工事、施設 の

設置工事

土地利用計画を変更するものではないた

め、影響はないと考えられる。

存在

供用
施設の存在等

埋立地の位置の変更はないた め、調査手

法等への影響はない と考 え られ る。

陸水生物

工 事

樹林 の伐採 、切土又は盛 土、

湖沼又は河川の改変、仮設 工

事、基礎 工事、施設 の設置工

事

施 工区域の変更はないた め、調査 手法等

への影響はない と考えられ る。

存在

供用

施設 の存在等
埋 立地の位置の変更はないた め、調 査手

法等への影響はない と考え られ る。

排 水
計画排水水質の変 史はないた め、調査手

法等への影響 はない と考 え られ る。

生態 系

工 事

存在

供用

樹林の伐採 、切 土又は盛 上、

湖沼ヌは河 |IIの 改変 仮設 I
事、基礎工事、施設 の設置工

事

土地利用計画 を変更す るものではないた

め 影響 はない と考 えられ る。

施設 の存在等
理 立地の位置の変更はないた め、調査手

法等への影響はない と考 え られ る。

」,水
計画づF水水質の変更はないため、調査手

法等への影響はないと考えられ る。

景  観
存在

供用
施設の存在等

埋立地、覆土置場の形状の変更はないた

め、調査手法等への影響はない と考えられ

る。

人と自然との触れ

合いの活動の場

工 事

樹林 の伐採 、切土又は盛 上、

仮設工事、基礎 工事 、施設 の

設置工事

事業実施区域を変更す るものではなく、

埋立地、覆土置場の形状も変更はないため、

影響はないと考えられる。

存在

供用

施設の存在等、騒音の発生、

悪臭の発生

埋立地の位置及び埋立機械の稼働計画に

変更はないため、調査手法等への影響はな

いと考えられる。

廃棄物 工 事
樹林の伐採、仮設工事、基礎

工事、施設の設置工事

埋立施設及び浸出水処理施設 の変更はな

いため、影響はないと考えられ る。

温室効果 ガス等
存在

供用

施設の存在等
埋立機械稼働計画の変更はないため、調

査手法等への影響はない と考えられ る。

排出ガス (自 動車等 )

埋立計画容量に大きな変更はないため、

調査手法等への影響はないと考えられ る。
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ユどレ

参考図 1 資材等及び廃棄物運搬車両の走行に伴 う大気質予測地点位置図

●   予測地点 (地点 1～ 6)

ロロBBBH● BロロBEけ BOこ  資材等及び廃棄物運搬 車両走行ルー ト

凡  例

対象事業実施区域
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斑設
`壁

立地

1:50,000

0  500 1ρ00    2p00m
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参考図 2 資材等及び廃棄物運搬車両の走行に伴 う道路交通騒音予測地点位置図

1:50,O⑤ ⑦

500  1,000    2酌
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予測地点 (地点 1～ 6)

資材等及び廃棄物運搬 車両走行ルー ト

e

凡   例

対象事業実施区城

増段理 立地

班設型立1也
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参考図 3 資材等及び廃棄物運搬車両の走行に伴 う道路交通振動予測地点位置図
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